
 ５．代表的な牧草等の栽培ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

◎ 例として宮城県低標高地域における牧草等の栽培ｽｹｼﾞｭｰﾙを示すので（図17）、参考としてください。 

 その年の気候条件や、栽培地の標高、気温・積雪期間などによって時期は変化します。詳細につ
いては、お住まいの地域の普及ｾﾝﾀｰ等へお問い合わせください。 

図17 牧草等の栽培ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

7 

ポイント 
・ 適期に作業できるよう事前準備に心がける 

・利用地域や利用形態に合わせ育成地や品種特性（特に出
穂期）の異なる品種を使い分け 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上

オーチャード
グラス

チモシー

ペレニアル
ライグラス

トール
フェスク

イタリアン
ライグラス
(単年栽培)

エン麦

青刈り
トウモロコシ

ミレット（ヒエ）

イネ（WCS利
用）

※奨励品種ではないため事前に利用の可、不可を

お住まいの地域の普及センター等へ確認のこと

時期は、おおよ
その収穫時期

高標高地帯向

全標高地帯向

高～中
標高地帯向

中～低
標高地帯向

※播種時期
等は品種特
性に基づくお
よその時期で
あるため、注
意が必要

永
年
生
牧
草

平成25年　（平成26年）

単
年
生
牧
草
・
飼
料
作
物

草種 ７月 ８月 ９月 １０月
平成26年

７月地域 ５月１１～３月 ６月４月

準備

準備

準備

準備

準備

準備

準 備

除草剤散布、

汚染牧草等

の鋤込み、

反転・耕起、

整地等

まきばたろう6上～中

アキミドリⅡ5下～6上

ポトマック5下～6上

クンプウ6下～7上

はるねみどり5下～6上

ハルジマン6上～中

ホライズン6下～7上

ヤツカゼ２6上～中

ヤツユタカ6下～7上

播種
ナガハヒカリ等6上～下

播種
秋播き

極早生種

10月上～11月

播種
春播き

早生種

6月頃
8月播種

3～4月播種

ホクリョウ6中～下

ウシブエ※5下～6上

収穫期 （平成26年）

播種収穫期 （平成26年）

移植
収穫期

（平成26年）

青 色

緑 色

紫 色

赤 色

播種

播種

（草地更新）

高標高： ８月下旬
中標高： ９月中旬

低標高：１０月上旬

までに播種を終了

・適期を逃した場合は、

春播きを検討



 ６．草地更新関係 （Q&A一覧） 

 

 本ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄでは、対象が東北～北関東地域に限
定されていることから、生産者に理解してもらいやす
いよう地帯区分は、平均気温ではなく、平均気温と
関連の深い標高で区分しています。 
 

 しかしながら牧草の生育には、平均気温のほか、
積雪期間や降水量など様々な要因が関係している
ため、適した草種も様々となります。草地更新時の
草種や品種の選定にあたっては、普及ｾﾝﾀｰ等へご
相談ください。 

 

Q１ 東北～北関東では、どの草種が良いか Q１０
飼料用ではない緑化用やｺﾞﾙﾌ場用等のｼﾊﾞやﾍﾟ
ﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽの種子は使えますか？

１-1 ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽの特性は Q１１ 標準的な播種量と種子の節約法
１-2 ﾗｲｸﾞﾗｽ類の特性は Q１２ 更新（播種）時期は？
１-3 ﾁﾓｼｰの特性は Q１３ ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ播種時の留意事項

Q２ 単年生牧草（ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ等）の利用は？ Q１４ 適期以外に播種する時の留意事項
Q３ 草種や品種を選ぶ基準は？ Q１５ 施肥や土壌改良資材の投入量は？

Q４ 牧草の奨励品種を使うﾒﾘｯﾄは？ Q１６
傾斜がきつい場合や石礫が多いほ場の更新方
法は？

Q５ 混播のﾒﾘｯﾄは？組合せは？ Q１７
多量のｶﾘｳﾑ施肥により、牧草中の放射性ｾｼｳﾑ
濃度がさらに低下するのか？

Q６ 種子の注文は？ Q１８ 更新後はどのような管理が必要か
Q７ 転作田に適した草種は？ Q１９ 堆肥等は、施用すべきですか？
Q８ 更新の手順は？ Q２０ 牧草地のｶﾘ不足を見分ける方法
Q９ 雑草が多い草地での留意事項は？ Q２１ ｾﾞｵﾗｲﾄ等の吸収抑制効果は？

9

10

11

12

14

13

東北～北関東 

標高1,000m以上 → 

標高1,000     → 
     ～300 m 

標高300 m以下   → 

図18. 永年生牧草の地帯区分 

ポイント 

・草地更新等に関する技術的な事項のQ&A 
・地域により気候や土壌条件等が異なるため、詳しくは普及 
 ｾﾝﾀｰ等へお問い合わせください 
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 ６．草地更新Q&A （草種・品種選定、種子関連） 

Q1. 東北～北関東では、どの草種が良いか 
 

A1.  図18(P.8)と図19(P.10)に標高による地帯区分と栽 
  培に適した草種の目安を記載しています。永年生ｲﾈ 
 科牧草は、ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽやﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ等を基本  
   としますが、高標高地帯ではﾁﾓｼｰ、中～低標高地帯  
 の肉用牛ではﾄｰﾙﾌｪｽｸ等も導入できます。また、短期  
 間（1～3年程度）であれば、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾗｲｸﾞﾗｽや極長期  
 用のｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽも利用可能です。その他、転作田 
 等の湿地は、ﾄｰﾙﾌｪｽｸやﾌｪｽﾄﾛﾘｳﾑが適しています。 
    なお、原則として県の奨励品種を利用してください。 

Q1-1. ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽの特性は 
 

A1-1. ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽは本地域に最適な基 
 幹草種ですが、特に適した品種は、「まき 
 ばたろう」、「ｱｷﾐﾄﾞﾘⅡ」、「はるねみどり」、 
 「ﾊﾙｼﾞﾏﾝ」、「ﾎﾟﾄﾏｯｸ」などがあります。前2 
 者は畜産草地研究所（栃木県）で育成さ 
 れた品種で、特に「まきばたろう」（中生、 
 写真4）は、青森県～関東地方までの全域 
 （東北北部の標高約400m以上を除く）で、 
 放牧・採草とも最も推奨できる品種です。 
  また、「ｱｷﾐﾄﾞﾘⅡ」は、「まきばたろう」と 
 同じ対象地域ですが、極早生のため採草 
 （主体）利用に適しています。 
 

   一方、東北北部の標高が400m以上の 
 地帯では、「はるねみどり」（早生）、「ﾊﾙｼﾞ 
 ﾏﾝ」（中生）などの北海道農業研究ｾﾝﾀｰ 
 （札幌）で育成された品種が越冬性の高さ 
 から特に推奨されます。ただし、秋の生育 
 量が少ないことにはご留意下さい。 
 

   その他、「ﾎﾟﾄﾏｯｸ」は、米国の古い品種 
 ですが、比較的種子が入手しやすく、本 
 地域でも栽培可能です（東北北部の標高 
 約400m以上を除く）。ただし、「まきばたろ 
 う」などの最新の品種と比較して収量性、 
 病害抵抗性の他、越夏性、越冬性が何れ 
 も高いとは言えないことにご留意下さい。 
 

   利用地域や利用形態に合わせて、育 
 成地や品種特性（特に出穂期）の異なる 
 品種を使い分けましょう。 

Q1-2. ﾗｲｸﾞﾗｽ類の特性は 
 

A1-2. ﾗｲｸﾞﾗｽ類としてｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ、ﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ、 
 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾗｲｸﾞﾗｽなどがあります。ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽは、通 
 常単年利用されます（Q2.参照）。放牧地であればﾍﾟﾚ 
 ﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ（「ﾔﾂﾕﾀｶ」写真5、「ﾔﾂｶｾﾞ2」など）、採草 
 放牧兼用であれば、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾗｲｸﾞﾗｽ（「ﾊｲﾌﾛｰﾗ」）、 
 採草専用であれば極長期型ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ（「ｱｷｱｵﾊﾞ  
 3」）やﾌｪｽﾄﾛﾘｳﾑ （「東北1号」写真8）などがそれぞれ  
 利用できます。 
 

   なお、ﾗｲｸﾞﾗｽ類を複数年利用する場合は、夏期の 
 高温で枯れることがあるため、年平均気温が12℃未満 
 の地域（標高300～1,000m）での利用となります。また、  
 連続積雪期間が60日以下の場合はｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ、90  
 日以下はﾊｲﾌﾞﾘｯﾄｸﾞﾗｽ、110日以下はﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ  
 の利用が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

写真4 ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ 「まきばたろう」 
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写真5 ﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ 
「ﾔﾂﾕﾀｶ」 



地帯※１ 高標高 中標高 低標高

標高区分 1,000m以上 300～1,000m 0～300m

○ △

○※2 ○ ○※2

○ ○ ○

○ ○

△ ○

○ ○※3

○ ○※3

○ ○

○ ○ △

○ ○ △

○

△ ○

※3　太平洋沿岸沿いの低標高地帯（夏期比較的冷涼な地域）

※2　対応可能な品種の利用（高標高地：北農研育成品種(はるねみどり等)、中～低標高地：畜
草研育成品種（まきばたろう等））

※1　理解しやすいよう標高で地帯を区分してありますので目安と考えてください。実際には、平
均気温や積雪日数、降水量等により、この区分通りにならない地域もありますので、詳細につい
ては、地域の普及センター等へお問い合わせください。

ケンタッキーブルーグラス

リードカナリーグラス

注） ○：適  △：やや適～やや難　　

　図１9　牧草選定の目安（標高での区分）

暖地型
牧草

ミレット（栽培ヒエ）

センチピードグラス

ハイブリッドライグラス

フェストロリウム

草　種

寒地型
牧草

チ モ シ ー

オーチャードグラス

トールフェスク

メドウフェスク

ペレニアルライグラス

イタリアンライグラス

Q２. 単年生牧草（ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ等）の利用
は？ 
 

A2. ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽなどの単年生牧草も、年平均気温 
 が10℃以上の地域（中～低標高地帯）では採草用 
 草地で利用可能であり、栄養価にも優れます。来年 
 秋に永年生牧草への更新を予定している場合は、 
 本年に晩生のｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ等を播種し、夏まで利 
 用する方法も推奨できます。 
 

  ただしｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽは耐雪性が劣るため、連続 
 積雪期間が60日以上の場合は、「ﾅｶﾞﾊﾋｶﾘ」等の耐 
 雪性品種を利用してください。 
 

  採草用または放牧採草兼用草地で、数年後に  
 永年生牧草への更新を予定している場合や数年お 
 きに追播あるいは更新を行える場合は、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾗ 
 ｲｸﾞﾗｽの利用も可能です（栄養価に優れ、簡易的な 
 草地更新にも適しています）。 
 

  なお、前年秋に草地更新できなかった場合は、 
  ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽやｸﾞﾘｰﾝﾐﾚｯﾄ（ﾋｴ類）等を春播して 
    夏に利用した後、秋に永年牧草を播種するこ 
    とも可能です。 

Q1-3. ﾁﾓｼｰの特性は 
 

A1-3. 東北北部の高標高地帯では、  
  栄養価や嗜好性に優れるﾁﾓｼｰ  
 （「ｸﾝﾌﾟｳ」（極早生）)の利用が可能 
  です。ただし、中～低標高地帯では 
 夏枯れを起こすことがあるため推奨 
 できません。 

Q4.牧草の奨励品種を使うメリットは？ 
 

A4.  奨励（推奨）品種とは、各県で試験されそ 
 の品種の能力が優れていることが確認された 
 品種です。それ以外の品種は、収量性、耐病 
 性、夏枯れ、冬枯れなどの問題が生ずる可能 
 性があるためお勧め出来ません。したがって 
 原則として、県の奨励品種を利用してください。 
 

   ただし、最新の品種の中には、試験が未実 
 施等のため、奨励品種に指定されていなくて 
 も、奨励品種と同等以上の能力を持つものも 
 ありますので、普及ｾﾝﾀ-等へお問い合わせく 
 ださい。 

 ６．草地更新Q&A （草種・品種選定、種子関連） 

Q３. 草種や品種を選ぶ基準は？ 
 

A3. 気候（温度・降水量・積雪期間等）、土壌条 
 件、利用目的（肉用、乳用等）によって使い分 
 けが必要です。なお、専門的な知識が必要と 
 なることもありますので、お住まいの地域の普 
 及ｾﾝﾀｰ等へお問い合わせください。なお、 
 標準的な栽培地帯区分は、図18及び図19を  
 参考としてください。 

10 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真６ ﾁﾓｼｰ ((独)家畜改良ｾﾝﾀｰ) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

   
  写真8. 東北１号 

((独)農研機構東北農研ｾﾝﾀｰ) 

 ６．草地更新Q&A （混播、種子関連） 

Q5. 混播(まぜまき)のメリットは？組合せは？ 
 

A5. 牧草地では、生産性や永続性向上を狙って異なる草種を組合わせて利用することが多く(混播)、環
境の変化にも強くなります。基幹（中心となる）草種は、ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽやﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ等とし、補完草種
として、採草地ではﾄｰﾙﾌｪｽｸ（写真7、肉用牛向き）等、放牧地ではﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ等を組合わせます。
推奨できる地帯別の混播の草種の組合せ例を図20に示しますので参考としてください。 

Q7. 転作田に適した草種は？ 
 

A7. 一般的にｵｰﾁｬｰﾄﾞ等の牧草は、排水不良に弱く、十分な能力が出せ 
 ないものが多くあります。永年生牧草の中では、ﾄｰﾙﾌｪｽｸ(写真7）やﾘｰ 
 ﾄﾞｶﾅﾘｰｸﾞﾗｽ、ﾌｪｽﾄﾛﾘｳﾑ（「東北1号（写真8）」））が比較的強いことから、 
 これらの利用を推奨します。 
 

  また、単年生のうちｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽやえん麦（秋播き）は、耐湿性が比較 
 的強く、収量や嗜好性に優れる草種です。ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ等の収穫後に 
 は、青刈ﾄｳﾓﾛｺｼ（排水不良地以外）、ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽやｲﾈ（WCS利用）等の 
 作付けが可能で、通常年間収量は増加します。 

Q６. 種子の注文は？ 
 

A6. 公社や農協の事業の場合は、そちらへ連絡願います。それ以外は、 
 草地更新の計画確定後に、農協等へ注文してください。 

 
 
 
 
 
 
 

写真7. ﾄｰﾙﾌｪｽｸ  
((独)家畜改良ｾﾝﾀｰ) 

図20． 混播の草種の組合せ例 （地帯別） 

 上記は組合せの一例であり、この他にも様々な組合せや利用可能な品種があります。奨励品種とされてい
ない品種の利用と併せ、詳細につきましては、お住まいの地域の普及ｾﾝﾀｰ等へお問い合わせください。 
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地帯

標高

草種名　（品種名）
播種量

（kg/10a)
草種名　（品種名）

播種量
（kg/10a)

草種名　（品種名）
播種量

（kg/10a)

草種
（基本的な例）

【採草地用】
オーチャード（はるねみどり）
メドウフェスク（ハルサカエ）

2.0
0.5

【採草地用】
オーチャード（まきばたろう）
ペレニアル（ヤツカゼ２）

1.7
0.3

【採草地用】
オーチャード（アキミドリⅡ）
トールフェスク（ホクリョウ）

1.5
0.5

草種
（オーチャード

節約）

【採草地用】
チモシー（クンプウ）
メドウフェスク（ハルサカエ）

2.0
0.5

【放牧地用】
ペレニアル（ヤツユタカ）
トールフェスク（ホクリョウ）

1.7
0.3

【放牧地用】
オーチャード（まきばたろう）
トールフェスク（ホクリョウ）

1.5
0.5

播種限界時期

1,000m 以上

高標高地帯

8月下旬まで

中標高地帯 低標高地帯

1,000～300m 300m 以下

9月中旬まで 10月上旬まで
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12 

Q9. 雑草が多い草地での留意事項は？ 
 

A9. 雑草が著しく繁茂した草地（写真10）では、除 
 草剤２回処理が有効なことが報告されています 
 （図21）。 
  １回目の処理で既存植生・雑草を枯殺し、２回 
 目の処理で整地後に発生した雑草を枯殺します。 
 １回目の除草剤の処理は牧草播種の２ヶ月前に 
 行い、２回目の処理は播種直前に行います。播 
 種後の鎮圧は、特に丁寧に行います。 

Q8.更新の手順は？ 
 

A8.草地更新作業は、ﾌﾟﾗｳやﾛｰﾀﾘによる耕起、土壌改良資材や堆肥・肥料の施用、砕土・整地、播種、
鎮圧の手順で行います（写真９）。その際、既存植生の枯殺や刈り取りによる除去、ﾙｰﾄマットの破壊を
確実に行い、通常の草地更新よりも、丁寧な砕土による土壌との混和が重要です。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

写真10. ｷﾞｼｷﾞｼの繁茂した牧草地  
((一社)日本草地畜産種子協会提供) 

図21 除草剤２回処理による雑草防除法 

堆肥の散布工程 

播種工程 鎮圧工程 

土改材散布・施肥工程 反転耕や耕起工程 
※この工程で既存植生の枯殺、ﾙｰﾄﾏｯﾄを
破壊する 

 

砕土・整地工程 

写真９ 草地更新作業の手順 



Q15. 施肥や土改材の投入量は？ 
 

A15. 土壌分析を実施し、県の管理指標に基づい 
 た施肥等を行います。牧草中の放射性ｾｼｳﾑ濃 
 度は、土壌中の交換性ｶﾘ含量の影響を受ける 
 ため（２①、２ﾍﾟｰｼﾞ参照）、これらが低下しないよ 
 う確実に堆肥等を施用します。なお、堆肥の施 
 用に当たっては、ﾜﾙﾅｽﾋﾞなどの強害雑草の 
 侵入を防ぐため、十分に発酵させたものを使用 
 します。 

 
 

 
 
 
 
 

写真11. 牧草種子の例 ((独)家畜改良ｾﾝﾀｰ) 

 ６．草地更新Q&A （草地整備関係） 

Q12. 更新（播種）時期は？ 
 

A12. 冬の到来前に、牧草の根の伸長を確保し低 
 温、霜、雪などに耐えうるまでに生育させておく 
 必要があります。したがって、原則播種適期は、 
 初霜の30-40日前となります。大まかに高標高 
 地帯(標高1,000m以上)では、８月下旬までに播 
 種できるように更新準備します。また、中標高地 
 帯(300-1,000m)では９月中旬まで、低標高地帯 
 (300m以下)では10月上旬を目途に播種が終了 
 するようにします(図１7（P.7）参照)。 
 

   詳細は、お住まいの地域の普及ｾﾝﾀｰへおた 
 ずねになるか又は「草地管理指標（草地の維持 
 管理編）」等を参照下さい。 

Q11. 標準的な播種量と種子の節約法 
 

A11. 草種や品種、播種機によって異なりますが、 
  ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ-（写真12）ではｲﾈ科牧草単播は 
 2～3kg/10aを目安とします。ｼｰﾄﾞﾄﾞﾘﾙで条播す 
 る場合は、播種量を節約できます（2割程度減) 。 
 

  また、ｵｰﾁｬｰﾄﾞだけでは種子が不足する場合 
 には、高標高地帯でなければﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽや 
 ﾄｰﾙﾌｪｽｸ等の他草種も混ぜて播種可能です。 
 

  ただし、発芽率が低い種子の利用、播種適期 
 以外の時期（特に春更新）、土中の雑草種子が 
 多い場合等は、播種量を増やす必要があります。 

Q13. ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ播種時の留意事項 
 

A13. ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰによる播種は風の影響を受け 
 易いため、風が弱い時に播種を行ってください。 
 

  特にｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ等のｲﾈ科牧草種子は比重 
 が小さいことから播種むらを生じ易いため、播種 
 開口幅を絞り込み（播種量を減少）、ほ場の縦横 
 方向少なくとも2回播種等の工夫が必要です。 
 

  なお、混播時の播種むらを防ぐため、事前によ 
 く混ぜてから播種機に投入して下さい（先に重い 
 種子が播種されるのを防ぐため）。なお、播種時 
 の振動で分離することも有りますので、そのよう 
 な場合は、草種毎に播種してください。  

Q14. 適期以外に播種する時の留意事項 
 

A14. 播種時期を逃して適期から1ヶ月以上遅れる 
 ようであれば秋播きをあきらめ春播きとします。 
   ただし、春播きは雑草のために牧草が負けて 
 しまうことが多いので、除草剤等により除草を確 
 実に行うなど注意が必要です。可能であれば、 
 秋の草地更新まで単年生飼料作物の利用も検 
 討してください。 

 
 

写真12. 
   ﾌﾞﾛｰﾄﾞ 

ｷｬｽﾀｰ 
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Q10. 飼料用ではない緑化用やｺﾞﾙﾌ場用
等のｼﾊﾞやﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽの種子は使えま
すか？ 
 

A10.飼料用として販売されていない緑化用等の品 
 種の中には、耐虫性や耐病性等を高めるため 
 「ｴﾝﾄﾞﾌｧｲﾄ」という特殊な菌に感染させたものが 
 あり、家畜が中毒を起こすことが稀にあります。そ 
 のため、飼料用以外の品種を草地更新に利用し 
 ないでください。なお、飼料用として販売されて  
 いる品種のｼﾊﾞやﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽに中毒のおそ 
 れはありません。 



 ６．草地更新Q&A （草地管理及び放射性物質対策関係） 

Q18. 更新後はどのような管理が必要か 
 

A18. 更新後の初期は、播種牧草の定着や生育 
 の状況を確認しながら、雑草等の競合に負けな 
 いように、必要に応じて除草剤散布や掃除刈り 
 等を適宜実施します。さらに、土壌分析に基づ 
 いた施肥管理を徹底します。 

Q20. 牧草地のｶﾘ不足を見分ける方法 
 

A20. 土壌中のｶﾘ不足を、牧草の葉色等外見から 
 判断することは出来ません。定期的に土壌分析 
 を行い、ｶﾘ濃度が不足しないようしてください。 

Q17. 多量のｶﾘｳﾑ施肥により、牧草中の 
 放射性ｾｼｳﾑ濃度がさらに低下するか？ 
 

A17. ｶﾘが極端に不足している土壌では、牧草の 
 放射性ｾｼｳﾑの吸収が促進されることが知られて 
 いますが、必要以上のｶﾘを施用しても、効果は 
 小さいと考えられています。加えて、ｶﾘの過剰な 
 牧草の給与は家畜にﾏｸﾞﾈｼｳﾑ欠乏が発生し病 
 気（ｸﾞﾗｽﾃﾀﾆ-）を起こすことがあることも知られて 
 います。したがって、ｶﾘ過剰の悪影響を抑制す   
 るため、土壌分析結果などを参考に適切な施肥  
 を行ってください。また、分娩前後の搾乳牛など 
 ｸﾞﾗｽﾃﾀﾆｰを起こしやすい牛にｶﾘｳﾑ過剰の牧草  
 を給与する場合は、給与量の制限、不足するﾐﾈ 
 ﾗﾙの補給などﾐﾈﾗﾙﾊﾞﾗﾝｽの管理に特に注意が 
 必要です。  

Q21. ｾﾞｵﾗｲﾄ等の吸収抑制効果は？ 
 

A21. 放射性ｾｼｳﾑに関するｾﾞｵﾗｲﾄなどの粘土鉱 
 物等の吸収抑制効果については、理論的には 
 有効で有ると考えられるものの、実際にほ場に 
 施用した場合の効果については、現時点では 
  不明確です。引き続き研究機関等での調査を 
   実施しているところです。 

Q19. 堆肥等は、施用すべきですか？ 
 

A19. 土壌分析結果から有機質が不足している場 
 合は、堆肥等有機質資材の投入が必要です。 
 

  これまでの調査から、青刈ﾄｳﾓﾛｺｼやｲﾀﾘｱﾝﾗ 
 ｲｸﾞﾗｽについて、土壌中の交換性ｶﾘ含量が不 
 足している場合、堆肥を施用したほ場では、放 
 射性ｾｼｳﾑ濃度が低くなることが分かっています。 
  （5ﾍﾟｰｼﾞ参照）。 
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写真14. ｽﾄｰﾝｸﾗｯｼｬによる礫（れき）破砕と同時の耕耘 

Q16. 傾斜がきつい場合や石礫が多いほ場の草地更新方法は？ 
 

A16. 現在、傾斜地や石礫の多いほ場に対応するため、無線ﾄﾗｸﾀｰ（写真13）やｽﾄｰﾝｸﾗｯｼｬ（写真14） 
  等を利用した草地更新法等の技術実証に取組んでいるところです。今後、技術実証の成果をとりまと 
  め公表していきます。急傾斜地や石礫が多く、耕起が難しいほ場については実証の成果等を活用し 
  つつ効率的に行うことが重要です。 
   なお、急傾斜地等の更新作業は、慎重に行ってください。また、無理な作業は行わないようにしてく   
  ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

写真13. 無線ﾄﾗｸﾀｰによるﾛｰﾀﾘｰ作業 



図表等の参照元の補足説明 
図1：独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 畜産草地研究所（以下 畜草研） 作図 
図2：畜草研2012年の成果情報 草地更新による採草地表面の放射線空間線量率と新播牧草中セ   

   シウム濃度の低減 
図4：畜草研 2012年 平成24年度除染効果検証要因分析調査委託事業「除線効果検証要因分析」 
図8：畜草研 2012年 平成24年度被災地粗飼料生産利用円滑化緊急対策事業「飼料作物における 
   放射性ｾｼｳﾑの移行低減技術の開発」 
図12：畜産振興課作成 
図13：畜草研ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ 堆肥の継続的な施用が飼料用トウモロコシへの放射性セシウムの移行抑 

    制に有効であることが判明 
図14：畜草研2012年の成果情報 放射性セシウム含有堆肥施用に伴う飼料用トウモロコシへの放射 

    性セシウム移行 
図15：畜草研2012年の成果情報 放射性セシウム汚染サイレージの圃場還元作業と飼料作物への  

    移行程度 
図16：家畜に給与できなくなった汚染牧草をほ場にすき込んでも、その後に生産された牧草の放射 
    性セシウム濃度は、飼料の暫定許容値に比べ十分に低い値となりました。   
    独立行政法人家畜改良センターホームページ  
    （ http://www.nlbc.go.jp/pdf/gaibusien/120905bokusousukikomi.pdf ） 
図17：畜産振興課作成 
図18：：飼料作物秋冬作のすすめ（都道府県版）（全国飼料増産協議会） 
図19：畜産振興課作成 
図20：畜産振興課作成 
図21：畜産振興課作成 
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